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：油画欄　大阪支部報告（1明）
　　◎東亜天文協會本年度穂會準備委員會及大阪支部委員會開催さる
　本部より大阪地方委員に回せられた案内歌により，去る10月23日19時より
大阪Y．M．　C．　A．で上記の委員倉が開かdtft．出席者は大阪支部長百済三
三氏を始め12名。先づ來たる11月9H（土）三三の本年度三二が大阪に開かれ
るに付き，その準備一切を本部より大阪地方委員に依下したき本部高城氏の
挨拶あり，よって全國の倉員全部に漏足を與へるべき番組が審議され組立て
られた．その番組の詳細は追って本部より獲表せられる事となる故，當臼に
は遠近より賑々しく愈員各位の來曝せられるのをお待ち申す事とし，次いで
大阪支部員の久々振りの會合でもあるので大いに當支部の強化の話が持ち上
がり，今後の：方針事挙や賞支部規約，常支部委員倉の役員の決定も見られ，
廿里置薬たるものがあった・本部より高城氏の出席もあって，本部との意見の
交換や亦天文座談會ともなり，此の上は共に本部も大阪地方委員も大阪支部
員も當支部護展の爲ic協力せられん事を希ひ，隔心たるべき縮倉にも當支部
は畢げて萬障繰合せ御出席あらん事：を認みつS，和氣鋸目出席者の自己紹介
と寄せ書を最後に拍手喝夢裡に22時閉會解散す．（出席者順序不同．百濟，小
尾，吉岡，津田，宮森，廣野，西森，lll崎，大州，井伊，笹部，高城以1つ
　　　　　　　　大阪支部報告（11則
　◎支部三二1號二三
　11月9「1本部の15周年記念1’i食r、lif演回書三三練會懇親晩餐會の案内を6「1
附支部1級として獲行，特に大阪支部の弧化が総會に於いて喪表せらるs事を
強調し，全大阪支部員の出席を促した．亦7n附にて大阪府市立各rll等三校，
高等女學校，圖書館宛にも支部より11食講演映三二の案内歌が嚢労せられた．
　◎支部規約，假會員名簿
　10月2311大阪支部委員倉が開かれた時，起草された支部規約は印刷され，11
月9日の千千に支部長よ0支部張化の経過と共に磯表され，出席者全員の承
認を得たので制定された．當口は他支部の人々にも配布されたので，大阪支
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部規約は，各地の支部にも準用される事と思はれ，大阪支部の今後の動向活
躍は，各地：支部に影響する庭甚大であらう・亦大阪支部員假住所名簿（11月現
在）を作製，総會當日出席者に配布された。共を見ると支部員は90絵名とな
り，大阪に於ける有力な唯一の天文團艦である事力『知られる．支部委員も15
名あり，大阪支部の事業が是等の人々によって行はれる事は大いに期待され，
茄々と實績を纂げる日が近づいてみる．任所名簿は本部にて調査中の門守要
覧を参照し，完壁を期した上，次支部報に附録される・
　0支部の新事業圖書部の設置，馬脚支部の増設
　支部員中の有志者闇にて，天文圏書の貸借をなして，共々に知識の向上を
判る事は櫨谷であり，且親睦を深め，支部の主旨達成の一一一・法として，圖書部
の計書となる．支部員所有の天文愚書目録を作製して，如何なる本が讃まれ
つNあるかを調査するのが眼回で，貸借の意志は所有者の自由とし，借りた
き人は所有者に貸出方を申込み，承諾あれば例會席上にて借受け，次周例會
席上にて返却する事とす．次の支部報に此の調査票を同封いたします故，御
記入の上必らす返逸ありたし．
　大阪支部は大阪市及近郊の本會員を寧静する天文團膿として事業を行ひ，
特に支部員の密集した學校，クラブ等には蝶蝿を一つのグル1プとして，猫自
の活躍を期待し，當支部と固く結合して，同じ傘下で事業をする事は共同の
利谷で，將來大阪支部は斯かるグル1プに積極的援助をなす．
　◎例會の豫告
　12月例會は別記の如く開催．他支部の人も來阪の際には御出席を望む．來
年度1月は新年貌賀茶話魯とし，駈日時，會揚決定次第支部報にて獲表．
　　　　　　　大阪支部12月例會
　日時　12月14日（土）午後6時　　場所土佐堀Y．M．　C．　A．
　　　　　　　　　　　　（市電土佐堀舟町下車川沿西へ三丁）
　講演　理三士　百濟支部長L來年中の天女現象について1
　この外，山本會長（り挨拶ある筈
全大阪支部員の來會を目標とす．友人お誘合せ來倉されたし．
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　　　　　　　　　京都支部・京星野だよリ（＋月）
　長閑な時代祭の行列が檜巻物の様に都大路に繰下げられる・山國隊の笛と
太鼓の行進曲は・紺碧に澄み渡った大室に響き・古武士の鎧に麗かな陽光が燦
々と降り注ぐ・無二の十月・二二シ1ズンを迎へた京の街は観光客で賑はふ・
二十二日夕：方より全市に心室演習が行はれ・燈火管制のもとに全市暗黒・毎夜
並々書を欺き一片の星影すら見せぬ京のメンストリ1ト・四條や河原町も全
部消燈，一黙の燈火も見せす荒野大森林の内の如く，室には五等六等の微光
星が輝き銀河はくっきりと白く浮び・この日都市の人々に星室の如何に美麗
なるかを快よく示した・晴れた日の多い＋月で會員諸氏の槻測はよく渉り・
會として次の事業が行なはれた・
　O観望例會　土星天王星を覗く倉として二十三日日没後，荒亡橋上手鴨川原
に於て観望會が開かれた・一週間の快晴がようようくつれ掛けた夜で雲が多
かったが古名の参集者あり，十糎反射機にて可愛い緑色の天王星・次第に輪
の薄くなる土星を覗き，星團二壇上を巡り・憂光星観測の實地指導會として・
星圖によリアルゴ1ル共他の攣光星及び比較並を示し，晶出に就て比例法や
光階法の説明がされ，翌日のアルゴ1ル極小観測の打合せがされた・
　O攣光星協同観測　肉眼壁光星の代表星アルゴ1ルが二：十六日（二i＝）午後十
一時に極小になる機密をつかまへ，愈員の攣光星への關心を昂め，埜光星観測
に興味を畳へしめ，又協同画図によって極小を決定すべく，攣光星課が中心
になり協同槻測が計劃され，比較一｝及び光度曲線を入れた速報が獲行された
が，不幸當日は糞天で何等得る庭はなかった・
　O十月幹事禽　創立第壷年度を終へ，漸く基礎の固まった京詞會を：更に堅
實な地位に．進め第二段の活動を初めるために二：十七日（日）夜，田中二三tc幹
事會が開かれた。この幹事會は王宰者を持たす，総て合議制度による京星會の
回忌の一つであり，十名の幹事によって組織され，會の：方針決定機關として絡
會に次ぐ重要なものである．會員に封ずる新規事業，京都支部としての事業，
謝外的な天文科學知識の普及事業等に就て協議され，十一月十二月中の事業
事務の打合せがなされ，今迄不定期に開かれてるたこの幹事愈を今後毎偶数
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月下旬會誌出塁上りと同時に定期的に開ぐ事と決定された，
キョゥセイカラ　グリ　ンフラグ
　O京星色，旗色旗京星精紳を表徴する色として，希望，勝利を意味し内に
　　　　　　　　　　　　　グリロンひそむ溢れる力を表はすとv・ふ緑の一色が選ばれ，京星會を表示するものと
　　　　　　　　グリ　ンフラグして新らしく大きい緑の旗が作られた・合同ハイキングに観望會に其他の諸
細述に今後幽趣の目標となるものである．
　O中山。京星i第六號　編輯部で纏められた京星會創立孤座年記念念L京星コ第
六號は十日印刷所へ原稿が渡され，二十二日迄に三周の校正を：終り，下旬に出
來上った．京阪祠i合同ハイキング案内書は大阪に於て印刷され，天：文研究禽
（大阪市）よりは魯諭しミルキィ・ウxイコに添へ，京星禽よりは吉島L寒星つに
添へ，東亜天文協心本部よりは希望者に郵便でそれぞれ獲途せられた，
　丁令櫃況　十月末現在抽斗會店懸人員．顧問三白，賛助員二曲，倉員（京都
市内居住）三十二名，萱同量（地方居佐）八名，合計四十五名．京都市内山fj三
の協會員（準會員）六十二名．
　　　　　　　　　京阪脚高員の合同ハイキング
　　　　　　　　　　　　　一山崎天王山一石清水八幡へ一
　協會，京七千，天文研究會の秋季合同ハイキングは三寸の愈誌及び案内書
により，呼寄せられた通り，菊香る十一月三日（日），みかど日和の名に背か
ない快晴に恵まれて，山城撮津の堺，山崎八幡の野に催された．
　午前九時，京都側は新京阪電鐡京都騨に，大阪側は天六騨に集合，それぞ
れ連立って出濃，十時京阪の中心，大山崎騨に合流する．毒血會の線色旗と
天文研究會の土星の圖の入った旗を先頭に三々五々出獲・仏前から妙書論を
渦ぎ，山に掛り，賓寺，十七士の墓に詣でる．肚寺茜跡では，坂井運動部長の
案内記による解説あり，山路を登りながら，観測の話が出る．望遠鏡の話が
出る，伊逮，西森，吉澤氏の漉油機のシヤツタ1が随所で切られる．道端の
草木に建て，植物學に御造詣深い協會池田氏の町回なる論明がある．可成の
急坂乍ら，面白く苦しさを知らぬ間に，天王山頂上（270米）に到る．時に十一
時三十分．山は南面，昨年の鵬風に無鰺に荒されてみる・黄金色の稻田と濃
緑色の竹藪の交錯ある洛南の眺…書に讃嘆の聲を睾げる．秀吉の旗を立てたと
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云はれる松の端の茶店まで下り，眼下に桂・宇治・木津三川の合流貼を臨み・
　　　　　　　京阪紳會員のiS　1キング　　　　　　　　　封岸男山に相封し，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情趣豊かな展望を恣?、
??
　　　　　　　田　宇　　　　　　　高　　　　吉　西
　池　　 伊中野　　 坂　非　徳　澤森　田　　　　達　　　　　　　井　　　　永
町に入る．京都大阪の両論地方委員であり，京星点天文研究魯の言論部であ
る高井，宇野，伊達，西森の諸氏の聞に協會支部の事，九日の総會の事，爾
會と協會との關係の事，愈誌の編輯の事一下が交される・町を抜けて川へ出
て，二重の渡し船で封岸橋本に1溜る．八幡まで一停留所電車に乗るのも面倒
と淀川堤防アスファルトの京阪麗日を東に歩く．八幡騨からケ1ブルで頂上
へ登り，修理中にて假本殿なる男山八幡宮に蓼拝し，回路エヂソン碑に敬意
を表する，この頃より案ようよう雲多く，低潮巫の襲來を告げる．ケ1ブル
で山をドり，京阪電鐵八幡騨でコ1スを終り解散．名淺りを悟みつ」京阪東
西に別れる．
　初編面の諸氏も多い乍ら，同好者の氣安さから，直ぐ打とけ京阪混り合っ
て，天文談に花を険かせ，幹事聞では各国の協議打合せがされ，深み行く秋を
探ね，大自然の内に一Mを過し，愉快に有意義にこの催を閉じる事を得た．爾
この合同ハイキングは，今春第一周が奈良奥山に催され，今同は第二同で，
；次同は二二ノく阪側が當番幹事となり，コ1ス其他決定の上いつれ各倉誌に豫
にして二食をとる・
書i食をとりながら，
天文年鑑や天界が取
出され，掩蔽の話か
ら時計の話，満洲國
の標準時，天文用語
へ話は移る．一時出
直．更に山を下り，
山崎聖天の池の魑に
動物學を語り，山崎
萱登些る故．，京阪仲同好者高山Q参加を希望する． （11．3．宇野生）
72　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天界・176
　　　　　　　　　　大阪市岡中攣校支部だよリ
　前略，支部通信を纏めて申上げます．
　九月，此の月は文字通り雨に初まり雨に：終り，大阪も陰欝な氣分に閉され
たが，その中にも時折我等市民の心を引ぎしめたものは，昨年九月には全大
阪市民を恐愕せしめたあのL予州「判るの報であった．
　七日　部員一同土星や月を観測した後，最初の讃辞會を試みて今後の方針，
下級生の指導方針等を協議し，し天界、中の質問等も行った．
　十二日　月見の愈を行った．十九時頃までぼってみた爲，出校者以外に少
なく僅に五時であった．月見だんごをほうばりながら，色々月につV・て談じ
合った．
　十月五日　夜問観測を行った．先生三名以下十五名出席，大攣賑かであっ
た，同窓井澤君の星座についての淋話の話などあり，少し一年生に指導を肴
ひ，愉快に秋の一夜を過した．その時「月十牛の聞を俳馴す』について斗は南
斗なbや或ぴは北斗なりやとの大諭戦を瓜尉し，寛には又の時に山本先生の
御審団を待つ事として分れた．
　十：日　防室演習の夜だ．全大阪一心の燈火管制を屋上から傭畷す．實tc
見事であった．然し天馬は芸や瓦斯の爲に，星の敬は甚だ少く，槻測は期待
に外れて残念であった．
　中旬，下旬は定期試験の爲格別の事もなし．
　十一月一日　豊中，市岡，塵支部溌墨成る。嚢に雲雀ケ丘の伊達氏の：好意
に依り，笹部（豊中中農出身）井澤（市岡中蒔出身）の潮干が伊達氏宅で會合，
提携の第一歩が進められたが，雑談の坦途に本H）ts」車寄校天文部員計二十五
名が美津濃八階食堂に會同ずる事となり，夕刻五時相共に菓子を喰ぴ晩餐を
とり，今後のi旋i陛方針などについて四時岡除も談じ合った．其際井伊先生の
スペクトルについての話など有益であった・甚だ愉快なる和氣鶉々裡に本會
を終り，最後に紀念鳥眞をとって解散した・
　二日，三日，土曜及び明治節を迎えて，本校物理，化學，美術，天文の諸部
合同の校内大展覧會が催ほされ，脚部も花山本部や笹部氏の援助を仰ぎ，そ
の立派な業績に人目を惹V・た．　　　　　　　　　　　　　　（満田記）
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　　　　柿　屋信一
　高城武夫檬
　謹啓　その後御無沙汰致して居1）ます．山本先生外諸先生には御攣り御座
いませんか．診断一同無事勉強いたして居りますから御安心下さいませ．最
近帳告書庫の整理が少しく邊れ勝ちになり申課ありません．近日中にお妊り
いたします．實は前便で申し」tげました様に大窪君が小事校の先生をやって
居りまして，ブラジル政府のrl本語教師としての槍定試験をうけなければ都
合が悪いので少し勉強しましたので，外画だけしてゐますが，整理が遅れた
わけであります．お蔭で検定試験は合格いたしました．最近日本語の方の校
長がやめましたので，大越君が校長といふわけで，生徒も百Iyあまりあるので，
相常忙しいので弱ってfi”｝ります．ブラジル語の方はブラジ．IL入の先生七人と
いふにぎやかさで，小林校といっても程度の低いこと驚くの外ありません．
研究所の方もその後，追々と設置も出撃さ5になりました．今後專心に天文
氣婚星の仕事をいたしますため，空揚を大山暴いたし，十ヒ町1L段歩を賞却
いたし，負債の整理をいたし，研究所の；il地と天文憂の敷地とで七町五段歩
にいたし，集約的に農業の方をいたヒ，白川自足がやって行ける様に計細い
たしました．大面積ではどうしても粗放になり，渦勢となりますので，先輩友
人のおすSめによって，仕事を永績さす爲に，過度の勢働をさけることにい
たしました．山本先生の御出ドさいます迄には，少しは整理して居ると存じ
ます．只｝，研究所と協會との所有して居りますものは，　．一1：地の外に珈緋樹千
五百株，馬一頭，豚三十頭，雲飾［f五十門門，アヒル十羽，乳山羊五頭，猫三頭，
犬三頭，観測所一棟，住宅一棟，置馬力雫デイゼルエンヂンー憂等が主なも
のであります．今月から會計の月報もお送りすることにして，會計主任に酒
井前職君（今まで4）當方扱ひの會費の整理が終りましたら會員にしていた窒
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くことになって居ります）をお願びいたしました．ヂイゼルエンチンは川の
水量が不足で，三馬力のダイナモをまわすことが出血ないので弱ってゐまし
たら，特志家の：方が御寄贈下さったわけで，据付けが出來ましたら，ダイナ
モは小型のものを購入することにしました．ラヂオは當地では非常に高債で
ありますが，これもなんとかなりさうであります．このエンヂンと軍生先生
のお持ち下さいましk自記氣厭計等が最近に出來た財産であります．最近御
．來訪下さいました主な方は，市毛サンパウロ偲領事，武田拓務省南米課長，
南拓務鍋，脇山歩兵大佐，黒石ブラジル時報杜長でありましk．（中略）
　敷地内の珈排はやっと十俵ありました，まだ回りませんが，費りましたら御
邊りし宏す．百五十鉦位により費れないとおもひます，日本金三十圓位にな
ると存じます．これは甚だ延引ながら前便で申上げまし声様に本部への暴風
のお見舞のつもりです．逡金は當地からは三々うまくまみりませんので，接
眼鏡等御願びしました時の分も失敗でした。先は取りあへす近況御通知労々
御願ひまで．幻々
　　　　　　　　　　謹　　　　告
　　11月11日　　一，富有林　　　百五十個
　　　　　曾員　香川縣魏音春　　　森　安　千　秋殿
　今般二三本部へ上記の寄贈がありました．早速花山天文豪々
員一同に分ちて賞味致しました．藪に改めて御好意を深謝致し
ます．
　　　　　昭和十年十一月　　　　　　東亜天女協曾
　　　　　　　　　　　　　た　よ　リ
拝啓　只今天界十一月號入手致しました．ステキな改装が先づ最初に喜ば
して臭れました．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瀬戸　　山　田オ賓
